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Kaoru HORIGUCHI 1966 Ice Column grown from Active Carbon. Lo叩 Temjりerature

Science， A. 24. 

活 性炭に現われた霜柱*

堀口薫

(低温科学研究所凍上学部門)

(昭和 40年 10月受理)

霜柱は土中の水が吸上げられながら凍って，細長い氷の柱として地上に伸び出たものであ

る。これまでの研究によると，霜柱が立っか立たないかは，極く，表面の土の状態によること

が知られているけ，2)。そして，霜柱発生の主要因として，土の微粒子性があげられるが，土以

外の物質でもfJJじ程度の微粒子ならば，霜柱が立つであろうか。

筆者は， 低温実験室内に霜柱発生の装置を作り， 霜柱のよく立つ土(シルト質ローム)の

上に，市販の植物活性炭と酸化アルミニウム Al203(クロマトグラフィー吸着用活性アルミナ，

200~300 メッシュ)を数ミリの厚さに散布して実

験を行なった。その結果，活性炭では土の約2倍

も霜柱が伸びるのに，酸化アルミニウムでは全く

霜柱ができないことが解った。

実験装置の略図を第1図に示す。

水槽 B(面積 30x30 cmヘ深さ 25cm)と試料

を入れる箱 A(面積22x22cmヘ深さ 15cm)とは

厚さ 1cmのアクリル酸樹脂で作られ，厚さ 5cm

の断熱材 C(スチロポール)で固まれている。 Aの

底に約 10カ所聞いている穴にガーゼ Gを通す。

水槽 Bの中に水道水を約 10cmの深さまで入れ，

水の温度は，電熱器 Hで，スライダックによって

~I 

第1図実験装置

調節する。 E"E2， E3' E，は熱電対で，各熱電対の感、部は Aの中央にj圭している。 E，及び E，

は，それぞれフ試料の表面上 5.0cmと0.5cm， E3及び E，は，それぞれ，表面下0.5cmと3.0

cm に位置する。装置全体は，更に，厚さ 1cmのベニヤの木箱 D内に納められている。

活性炭や酸化アルミニウムを土の上に撒くときには，表面が凹山にならないように特に注

意した。土，活性炭，酸化アルミニウムを並べて，十数回，実験を行なったところ，酸化アル

ミニウムには 1回も霜柱が立たなかった。一方，活性炭には，常に，土よりも高い霜柱が現わ

れた。その 1例を第 2図の写真に示す。

写真には，活性炭から伸びた布柱(右側J)と土から仲びた霜柱とを並べて示してある。 こ

*北海道大学低温科学研究所業績第 762号

低温科学物理篇第24輯昭和41年



320 1
 
I
 

堀 ?u 

第 2図 士と活性炭lこ現われた;必柱。右組Ijか

活性炭。実験のときの混茂は Ej~ --8.7
0Cラ

E2= -4.6
0C， E，ニ O.80C，E，士 7.20C

の実験のときのi昆!立状態;土 Ejニ -8.TCラE2=-4.6"CラE3-=O.8"CラE，c7.2"Cでう約7時間の

Il¥jに弔問性炭では 5.0cmぅ Lて、は 2.5cm のすfj柱が伸びた。写~\から解るようにヲ活性炭て、も町

十:て、も， tr'i1守:の中にはう FJ1サーの了がま見つかの肝をなして合主れているのその日の1¥'(置は， と

もにラ全体のi告さにしてほぼ相似である。 Lたがってヲともに16Jじ経過をたどってほ長しうた

だうその速度が違っていただけ』ということが解る。

活性炭の京区成カザfi柱の発生を促進L，般化アルミニウムのおいえが停滞させたのであるがう

その機構についてはヲ今後検討を進めて行きたい。叉うこの他にも土以外の微粒子物何でうぶ

柱。'j¥/:つものと立たないものがあると忠われる。これらについても今総調べて行くつもりで

ーレマ
グ〉屯〉。
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